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教育長 向井正博 様 

 

中学校「チャレンジテスト」廃止・撤回を求める署名 

大阪府教育庁は、6月 23日（木）に中学校「チャレンジテスト」を中学 3年生に実施し、中学 1・2年生は、

今年に引き続き、来年 1月に実施するとしています。またこの結果が、来春の高校入試の調査書評定に利用され、

今後、中学 1・2年生の内申点も高校入試に利用することが決定されています。これにより引き起こされる問題

は以下の通りです。 

（1）中学 3 年「チャレンジテスト」の結果で各中学校が格差づけされ、不公平な入試になります。 

    中学 3年生では、6月 23日に実施されたテストの結果を用い、各中学校の調査書評定平均が決定され、

評定平均の高い学校は高い評定が多く出るように、低い学校は低い評定が多く出るようになります。この

ように、通っている中学校によって頑張った生徒が高い評定をもらいにくくなるなど、高校入試がきわめ

て不公平になります。 

（2）高校入試における内申書の意味がなくなります。 

    中学 1・2年生の調査書の評定は、たった 1回のチャレンジテストで評定の変更が余儀なくされます。

これでは、各学校が責任をもって日常の学習成果をもとにつけた絶対評価の評定が否定され、子ども・保

護者に説明できなくなります。この間、府教委は生徒の学習意欲を高め、個人の努力が反映されるように、

絶対評価の徹底を入試の調査書にも導入しましたが、府教委自らこれを全く否定することとなります。さ

らに、生徒の学校における日常の努力や定期テストの結果が反映されないのであれば、調査書の意味がな

くなります。 

（3）子どもたちを中学 1年から高校入試にかりたて、中学校教育を大きくゆがめることになります。 

    チャレンジテストによって実質上、調査書の評定が決定されることになれば、チャレンジテストが入試

と同様の重みをもつことになり、入試が前倒しされることになります。人間形成の場である学校が、これ

では、テスト中心の学校となり、子どもたちを中学 1年から過度の競争に駆り立て、本来あるべき中学校

教育の姿が大きくゆがめられます。 

私たちは、学校教育を大きく歪め、子どもたちを過度な競争に駆り立てる「チャレンジテスト」に反対です。

貴委員会がこの署名の趣旨を重く受け止め、チャレンジテストを廃止・撤回することを強く要請します。 

 

2016年  月  日 

氏   名 住     所 
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